
 

プロジェクト・研究成果の概要（１／２） 
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プロジェクトの背景・目的（研究開始当初の背景、目標等）                                    

建設業界の生産性向上と高効率化を目的に，3 次元情報を積極的に活用する取り組みである「i-Construction」

が推進されている．これらの 3 次元情報を下流工程にあたる完成図書の作成や検査，さらに維持管理に展開する

と，発現効果が一層大きくなると期待できる．そこで，本研究では，施工中に生成される３次元情報を道路工事完

成図書に関連付けし，その後の維持管理にて活用する技術の開発を目指す． 

プロジェクトの研究内容（研究の方法・項目等）                                           

本研究プロジェクトの平成 30 年度の実施内容と社会実装の取り組みとの関係を図１に示す．本年度はⅠ～V の

実施項目と，研究成果の社会実装に関わる取り組みを実施した．それぞれの実施内容を概説する． 

Ⅰ．道路施設毎の点群データ抽出技術の高度化 

平成 29 年度に開発した，道路施設毎の点群データを抽出する手法の課題である「点群データと図面とのズレに

よる課題」と「道路面地物に高低差がある際の課題」を解消し，高精度化を目指す． 

Ⅱ．道路地物毎の変状検出の可能性検討 
本実施項目では，「道路土工構造物」と「小規模附属物」の点検項目に対して，点群データ（Mobile Mapping 

System 等）や画像データによる検出の可能性を整理し，点群データを用いた変状検出の可能性を明らかにする． 
Ⅲ．点群データを用いた地物の変状検出技術 

本実施項目では，平成 29 年度に施行結果により明らかとなった「2 時期の道路地物単位の点群データの重ね

合わせによる差分では道路地物の部分的な変状

（剥離やはらみ出しなど）を検出できない課題」を

解消した新たな変状検出技術を開発する．本年

度は，図２に示す通り，2 時期の点群データから基

準となる値を抽出し，基準となる値を比較して差分

を抽出することで，変状検出の可能性を評価す

る． 
Ⅳ．道路施設を対象とした変状検出の試行 

本実施項目では，道路法面及び車道部の舗装

を対象として，変状検出の可能性を評価する．な

お，車道部の舗装の変状検出に関しては、大林道

路社と土木研究所が共同研究にて開発したコンタ

ー図生成手法を用いて，

車道部毎の変状検出の

可能性を評価する． 
Ⅴ．道路施設毎の点群

データを用いた維持管理

支援方策の提案 
本実施項目では，提案

プロジェクトの 3 か年の研

究内容を踏まえ，点群デ

ータを活用した道路施設

毎の維持管理支援の方

策を検討する． 

 

I. 道路施設毎の点群データ抽出技術の高度化

（１）道路施設毎の点群データ抽出技術の高度化
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図１ 本年度の実施内容と社会実装に関わる取組内容 
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2015年の点群データ
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基準となるデータ 2018年の点群データ

算
出

基準となるデータ 評価粒度 詳細

点群密度 グリッド グリッド毎に内包する点群データから点群密度を算出

点群領域の外形の体積 全体 一定標高毎の外形線の面積から高さをかけることで外形の体積を算出

外形形状 全体 特定の方向（XY，XZ，YZ方向）に点群データを投影し，外形形状を算出
平坦性 グリッド グリッド毎に点群データから近似平面を算出し，ばらつきを評価

標高値（最高最低値） グリッド グリッド毎に内包する点群データの高さ（最大－最小）を算出

グリッド（大）の法線ベクトル グリッド 大きなグリッド毎に近似平面を生成し，面の向きを算出

グリッド（小）の法線ベクトル グリッド 小さなグリッド毎に近似平面を生成し，面の向きを算出

反射強度 グリッド グリッド毎に内包する点群データの反射強度の平均値を算出

ブレイクライン グリッド グリッド毎に法線ベクトルを算出し，周囲のグリッドとの最大差分値を算出

図２ 点群データを用いた地物の変状検出技術の基本方針と比較項目 



 

プロジェクト・研究成果の概要（２／２） 

プロジェクトの研究成果の概要                                                    

Ⅰ．道路施設毎の点群データ抽出技術の高度化 

本実施項目では，平成 29 年度に開発した道路

施設毎の点群データ抽出技術の課題を解消する

ために新たなアルゴリズムを開発した．これにより，

過年度の手法と比較して，最大で9ポイントの精度

向上が見られた．大阪の橋梁部分の車道部の抽

出結果を図３に示す．図３に示す通り，既存手法と

比較して，車道部の点群データを高精度に抽出で

きていることがわかる． 

Ⅱ．道路地物毎の変状検出の可能性検討 
本実施項目では，国土交通省が規定した「道路

土工構造物点検要領」と「小規模附属物点検要

領」を対象に整理した．その結果，MMS 点群デー

タについては約 40％、MMS 画像については約

70%が，「大きな変状の場合は検出が可能」であ

ることが明らかとなった．また，点群データと画像デ

ータから把握可能な点検項目は，相互補完的な

関係であり，2 つの手法を併用することで，点検作

業の省人化に寄与できることがわかった． 
Ⅲ．Ⅳ．点群データを用いた地物の変状検出技

術の開発と試行 
実施項目Ⅲにて変状検出技術を開発し，その

技術の有効性を評価するため，MMS 点群データ

を用いて道路法面と車道部の舗装の変状把握が

可能であるかを評価した． 
道路法面は，法線ベクトルでの差分抽出結果

（図４）を確認したところ，3～5cm程度の変状検出

が可能であることが明らかとなった．図４の地点 A
～C は同様の変状傾向であったため，地点 A を確

認すると，2013 年の点群データには見られなかっ

た剥離や植栽の繁茂が，2017 年の点群データに

は見られた．車道部の舗装は，コンター図生成結

果（図５）を確認すると，数 mm 単位の変状検出が

可能であることが明らかとなった．図中左の 2012
年の調査では見られなかった「車線の中央部分の

20mm 程度の膨らみ」や「25mm 程度のわだち掘

れ」が 2018 年の点群データには見られた． 
このように，各時期の点群データから基準値を

算出して比較することで，MMS 点群データからは

ミリ単位程度の差分を検出可能であることが明ら

かとなった． 
Ⅴ．道路施設毎の点群データを用いた維持管理

支援方策の提案 
国土交通省が提供する点検要領の点検フロー

を対象に，本研究成果の適用可能性を検討した（図６）．これに加えて，現在，進行中の他の研究プロジェクトとの

連携を検討し，「点群データの属性管理仕様（道路編）への準拠」や「ハイブリッド型点群エディタとの連携」を実施

しており，維持管理業務に活用可能な環境を構築予定である． 

様式-2 

 
図３ 道路施設毎の点群データ抽出技術の高度化の例 
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図４ 道路法面を対象とした変状検出技術の試行 
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図５ 車道部の舗装を対象とした変状検出技術の試行

（左：2012 年、右：2018 年） 

国土交通省道路局：道路土工構造物点検要領，2017.8

①動画による巡視作業の支援
動画データの中から，点検が必要な箇所（排水施
設やグラウンドアンカーなど）を自動的に抽出し，
強調して表示

②動画と点群データを用いて変状を確認
目視で詳細確認が必要と判断した箇所は，動画
データおよび点群データを用いて，差分や変状を
検出して表示

④措置の判断結果を地物に関連付けて蓄積
次回の巡視・点検時に，対象地物に近づくことで
自動的にアラートを行い，点検洩れや経過観察の
作業を促す．

③過去の類似診断結果の参照による診断支援
基本的には，人手で健全性を診断する．その際，
過去の類似の判断結果を参照して確認可能とする
ことで，適切な判断を支援

⑤点検記録レポートの自動生成
動画から点検箇所の画像を自動的に抽出し，道路
地物単位に道路管理者の知見や診断結果を付記し
たレポートを自動生成してGIT文書として蓄積

道路土工構造物点検（通常点検）

 
図６ 道路土構造物の維持管理支援方策（案） 


